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 電離放射線の生物作用は細胞死、染色体異常、突然変異の誘発等
と多岐にわたる。その作用がなぜ、どのようにして生じるのかとい
う問いに答えることは正確なヒトの被曝リスク評価、放射線診断や
治療、突然変異育種等の高度化につながる。本セミナーでは、DNA
損傷が局所的に複数個存在する「クラスターDNA損傷」が電離放射
線の生物作用の主要な原因の一つであると提唱されるに至った過程
を概説するとともに、クラスターDNA損傷仮説の妥当性を調べるた
め我々が進めてきた、エネルギー付与過程のシミュレーション、放
射線誘発クラスターDNA損傷の検出、クラスターDNA損傷による
細胞死（複製阻害）や突然変異誘発、に関する研究を紹介する。
我々のデータはクラスターDNA損傷が電離放射線の生物作用の原因
であることを支持するが、放射線によって誘発されるクラスター
DNA損傷の実体や、クラスターDNA損傷がどのように生物作用に
結びつくのか等については不明な点が多く残されており、それらの
解明が今後の課題となる。 

  


